


間を構成している。

主庭の細部意匠

堀内家住宅の主庭は、江戸時代末期の庭園様式を色濃

く反映したものとして価値を認めることができ、特にそ

の細部意匠に特徴がある。以上からここでは、その細部

意匠を築山・枯滝組、飛石園路、軒内、石造物等に分け

て述べていくこととしよう（図８８）。

築山・枯滝組 亀島としてしつらえた南側の築山はその

南端部に亀頭石を配置し、主屋に面する部分は亀手石と

亀脚石を設置するが、米蔵側はその役石を省略する。主

屋側の亀手石・亀脚石まわりは複数の配石により出入り

の変化に富んだ土留めと築き方をみせる。また、築山上

部には枯滝組が存在し、その主石には小さいながらも端

正な霊象石を選び、亀島の中心石にもなるようにその機

能を兼備させつつ、石を立てている。

鶴島となっている北側の築山は、ひょうたん形の特異

な平面形状をなし、羽石は主庭全体の主木として重要な

存在を担っているアカマツで代用している。なお、本築

山にも主屋に面して出入りのある配石組が存在し、築山

上部には枯滝組が存在していたことがうかがわれるが、

調査では脇侍石のごとく据えられた２石を確認したのみ

で、主石は確認できない。

飛石園路 主庭内には、主屋から蔵に至るまでの飛石に

よる園路動線が設定されている。主屋「しんざしき」側

から設定された園路は、沓脱石以下５石を直打ちとして、

残り７石を千鳥がけとしている。なおかつ、この飛石園

路から北側築山の雪見灯籠に至るまでにも３石の飛石を

打ち、全体を七・五・三打ちとして意匠化を図っている。

また、主屋「おくのま」から設定された飛石園路は、

２つの曲がり打ちを組み合わせ、技巧的なしつらえを示

している。

軒 内 主庭の軒内にある景物は、２つの鉢前である。

主屋「おくのま」から北側に張り出した便所に取り付

く鉢前は、石組構成が失われており、残存するのは根石

と海のごろた石敷のみであり、詳細は不明である。「か

みざしき」の南側に張り出した便所に取り付く鉢前は、

自然石を６石にて構成している。廊下側には天端を平ら

とした枝形石が用いられており、この上に水鉢を設置し

ていたのであろう。

石造物等 主庭内の石造物等には、まず２基の石灯籠が

ある。北側築山の雪見灯籠は、三足立ちで火袋は日月の

窓とし、笠は丸型とする。もう１基は、曲がり打ち飛石

園路の脇の置き灯籠で、これも火袋は日月の窓で笠は丸

型である。もともと、雪見灯籠であった可能性もある。

そのほか、主庭内で際立つものとして、日露戦争の凱旋

記念で持って来た砲弾形石造物や、明治初年頃から１８年

頃まで洗馬にて製陶活動をおこなっていた陶芸家・奥田

信斎（１８２０～１９０２）による焼物灯籠が設置されている点

も、本庭園の大きな特徴といえよう。 （粟野 隆）

図８７ 主庭の現況 北西から

図８８ 主庭の部分平面図 １：３００
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